豊かなかかわりを通して心に活力を漲らせる道徳教育
―　学校の中心で道徳をさけぶ　PRIDE OF JAPAN　―
本庄市立中央小学校　教諭　芳賀一行
研修先　昭和女子大学大学院　押谷由夫研究室
1 　はじめに　―研修題目設定の理由―
高度技術化、情報化、国際化などの特色を持ち、価値観の多様化やモラルの欠如が著しい現代社会において、学校では暴力行為やいじめ、不登校、いわゆる学級崩壊などの問題が生じている。このような状況にあって、さまざまな解決策が図られているが、それらは対処療法的なものになりがちである。
そこで、根本的な解決策を探る道徳教育の研究が必要であると考える。解決策を探る上でも、児童生徒には、かけがえのない自分を大切にすることや人生をよりよく生きること、よりよく生きようとする心があることを確信させたい。そのためには、豊かな体験などの「かかわり」と道徳的価値の自覚とを関連させ、響き合わせることが必要であると考えられる。お互いが響き合うことで、児童生徒の目的意識や価値意識を高め、生涯を通じてそれらを追い求め、未来を切り拓いていく強い意志力を生むと言えよう。このような心における活力が漲ることで、自分に自信を持ち、視野を広げてよりよく生きようとする生き方を推し進めていくのではないだろうか。また、自分を支える共同体に脈々と受け継がれてきた伝統と文化を誇りに思うことで、国際社会に通用するアイデンティティを形成し、目的意識や価値意識をより現実に即して一層高められると考える。
　　さらに3月11日の東日本大震災。まさに国難である。被災された方々のことを思うと胸が締め付けられる。この国難を乗りきるためにできることは、被災者の側に立って考え、祈り、具体的に行動すること、そして、「この大震災を教訓にして、悲しみを乗り越え新しい日本を一丸となって創っていく」
ことである。「その先導役を果たすのが、人間としての自分らしい生き方を学ぶ道徳教育」
である。
以上のことから、「豊かなかかわりを通して心に活力を漲らせる道徳教育」を本研修題目に設定した。
2 　研修題目のとらえかた
（1）「かかわり」とは
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道徳の内容は4つの視点で示されている。自分自身のこと、他の人とのかかわり、自然や崇高なものとのかかわり、集団や社会とのかかわりである。それは道徳性が日々の生活における豊かなかかわりを通してはぐくまれ、身につけられていることを意味している。つまり道徳性をはぐくむには豊かなかかわりが不可欠であり、特に上記の4つのかかわりを深め、豊かな自己形成（自分で考え判断し自分らしい生き方を追い求める）を図るのが学校における道徳教育である。道徳教育は、各教科等や体験活動、学級での生活はもちろん家庭や地域社会など、すべての教育活動の中で行われる。教育活動全体が道徳教育の場であり、かかわりを豊かにはぐくむ場である。道徳の内容項目に示される価値意識は、それらの4つのかかわりを豊かにすることではぐくまれる。そのためには様々な教育活動や日常生活における豊かな体験と同時に改めて道徳的価値について理解し、自覚を深めることが必要である。そのことによって各教育活動や日常生活におけるかかわりをより豊かにすることができる。
（2）「活力」とは
このような豊かなかかわりが道徳的価値の学習と響き合うことで、さらに価値意識を高め主体的にかかわりを持とうとする活力が生まれると考えられる。活力とは、「活動を生み出す力、元気よく動いたり働いたりする力」（大辞泉）「活動のもととなる力、生命力」（明鏡モバイル国語辞典）と言われる。このことから心に元気があってやる気があり、心がもともともっている生命力をよりよくより活動的にしようと動き出す力ととらえることができる。
それは、感性を伴う。感じることでいっそう心がわくわくし意欲的になり、粘り強く主体的に価値を追求していくと考えられる。それは、道徳的実践力を高め道徳的実践へと後押しするものであり、まさに「道徳的実践意欲や態度」をより活性化させる力強いエネルギーである。つまり、かけがえのない自分を大切にすることや人生をよりよく生きるために目的意識や価値意識を高め、生涯を通じてそれらを主体的に追い求め、未来を切り拓いていく強い意志力を源にしていると言えよう。
永田繁雄氏は心の活力について「このままでよいと感じる自分に留まらない自己を開発する力であり、もっと豊かに共によりよく生きる内的な力である」
と述べている。
（3）「誇りをもつ」とは　
この自ら動き出す力（活力）が高まることで、かかわりが一層促進され豊かな自己形成へとつながっていく。この活力を支えるのが、感謝の心をもとにした誇りや志であると考える。それは心の芯となる。誇りや志には自分の生まれ育ったところに対する愛着や感謝の念が伴い、かかわりの深まりとともに敬意や恩返しの心情が高まる。ふるさとに支えられている自分に気がつき、感謝の気持ちから自分がふるさとのために何ができるのか、何か力になりたいという思いが湧き上がるであろう。そこには社会に主体的に参画しようとする気持ちがはぐくまれると考える。
誇りや志をはぐくむために、このような感謝の心を高めながら郷土愛・愛国心・国際理解親善へと想いを馳せることが求められる。国際化が進む中においては、まさに心の拠り所であるアイデンティティの確立が不可欠である。つまり自分はどこの国の人間なのか、地域に伝わる伝統や文化をもとに自分の国について堂々と語れるかどうかである。このような郷土や国にしっかりと根ざした「誇りや志」とその根源でもある「感謝の心」によって心に活力を漲らせる。
これらのことをふまえて、「豊かなかかわりを通して心に活力を漲らせる道徳教育」の在り方を提案する。具体的には、要である道徳の時間を充実させ、日常生活や具体的な学習活動において豊かなかかわりをはぐくめるようにし、道徳の時間と教育活動全体とを響き合わせる指導の方法を工夫する。つまり総合単元的な道徳学習を構想し、郷土愛や愛国心の育成をベースに、豊かなかかわりを喚起し、誇りや志をはぐくむことを通して、心に活力を漲らせる道徳教育の在り方について追究する。
3　 郷土愛・愛国心をはぐくむ
次に郷土愛や愛国心について法律や学習指導要領ではどのような指導を求めているのかを明らかにしておきたい。
（1）教育基本法・学校教育法から
平成18年12月には、教育を取り巻く状況の変化等を踏まえ、教育基本法が改正された。21世紀を切り拓く心豊かでたくましい日本人の育成を目指すという観点から、新しい時代の教育の基本理念が明示された。改正教育基本法は、教育の目的をあらためて「人格の完成」に求め、そのことを一層強調していている。その人格の基盤となるのが道徳性である。そしてその道徳性について計画的・発展的に指導するのが道徳教育である。
特に第2条においては、教育の目標が新たに明記されている。
（教育基本法第2条掲載省略）
その第1号には、「道徳心を培う」ことが明記された。そして第2号～第5号の文末は「態度を養うこと」と共通しており、「生きる姿勢や心構え、生き方」ととらえることができる。これらの内容は、道徳教育の内容項目と符合するものであり、人格の基盤となる道徳性が具体的に示されたといってよい。これらはまさに学習指導要領の道徳の内容と重なっている。改正された学校教育法においても義務教育の目標として、第21条で同様の趣旨が明記された。（学校教育法第21条掲載省略）
それらにおいては郷土愛や愛国心に関することが具体的に示された。特に教育基本法第2条5では、豊かな道徳性の育成において、郷土愛や愛国心とともに国際親善理解（他国を尊重し国際社会の平和と発展に寄与する態度）の育成を求めている。
（2）学習指導要領における郷土愛・愛国心のとらえかたと指導の工夫

上記関連法規をふまえた学習指導要領の第3章道徳の第2内容の高学年4－（7）（掲載省略）と本研修題目における「郷土愛・愛国心」のとらえかたは、まったく同様である。郷土愛が愛国心へとひろがっていくものであり、それは郷土を愛する心を核として、その心を日本全土に開かれたものとしていくことである。そしてそれは国際親善、人間愛へと広がる。そもそも自分の生まれ育った郷土は、人格形成に様々な影響を与え、生涯にわたって精神の芯や柱になる。さらに郷土に根づいている伝統と文化を重視することで、地域に対する素朴な心の高揚が生まれ、誇りや憧れへと広がっていくととらえることができる。
この「郷土愛」を国家へと拡大させたものが「愛国心」である。郷土を支えた人々は国を支えた人々でもあり、文化や伝統を育てた先人の努力を知ることで日本人の心を知ることができる。つまり、様々な自分の今の生活を見つめ振り返ることで、先人の行いや先人たちの残してくれた伝統や文化、その人たちへの思いや恩が深まり、そのような地域意識が自分の国を大切に思う気持ちとして広がっていく。それは、感謝の心をもとにして心の故郷としての日本のよさや美しさを感じとり、さらによりよいものにしていこうと主体的に参画していくことで培われる郷土愛・愛国心なのである。
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さらに、これらは当然4－（8）「外国の人々や文化を大切にする心をもち、日本人としての自覚をもって世界の人々と親善に努める」と響き合わせるものである。新学習指導要領では、郷土や我が国に伝わる伝統と文化を育てた先人の努力を積極的に資料として活用することが求められている。その際には、国際社会で活躍し、世界とのかかわりのある人物の登用が望まれる。プログラム（年間指導計画）に偉人を何名か取り入れるのであれば、そのうちの1名は必ず国際性のある人物を取り入れたい。そのことにより郷土愛・愛国心・国際親善へとスムーズに広げることができる。また、郷土の偉人が他の地域から認められていることは、児童生徒にとって大きな自信となるであろう。世界で活躍した偉人を身近に感じることでアイデンティティをもって世界と交流する生き方を学び、プライド意識が高まる。本研修では、テーマに最もふさわしい郷土の偉人として「荻野吟子」「塙保己一」「渋沢栄一」を取りあげている。
これらをふまえ、研修題目における「郷土愛・愛国心」のイメージを図表化すると右図になる。道徳教育（全教育活動）において、「人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念」を根源におき、「学級愛や愛校心」、「しなやかな自尊感情や家族愛」から「郷土愛と愛国心」につながり広がっている。そしてそれは、「国際親善や人間愛」へと高まっていくものである。ここでは偏狭な愛国心や国家主義へと推し進めていかない配慮が特に求められる。
4　　郷土愛・愛国心をはぐくむ総合単元的な道徳学習の提案
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　（1）プログラムの特徴
①「総合単元的な道徳学習」を具体化する工夫
・要となるのは道徳の時間である。（郷土愛、愛国心を支える豊かなかかわりが補充・深化・統合される）
・道徳の時間と各教科、総合的な学習の時間、特別
活動（体験）等が響き合う。
・保護者や地域住民が参加する。
・子どもたちが主体的に取り組めるように意識の
連続性を図る。
②内容項目の構造から
・郷土愛と愛国心は中学年で別々に取り上げられ
るが、高学年ではいっしょに取り上げられる。
そして中学校でまた別々になることから関連性
などを考慮し指導を工夫する。
③郷土愛を高め、愛国心にひろげ、誇りと志をもたせる工夫
・埼玉県独自の道徳教材「彩の国の道徳」（埼玉県の三偉人の資料）を使うことで、「ふるさと」や「郷土の伝統と文化」をより意識させる。
・郷土愛や愛国心で取り上げる偉人については、国際性も考慮する。
④道徳ノート、心のノートの活用
・児童の意識をつなぎ、主体的に取り組ませることができる上に、「かたち」に残せることで教師も児童の意識の流れなどを確認することができる。
5 　終わりに　―成果と課題―
道徳教育は全教育活動で行われ、そしてそれらを道徳の時間に補充・深化・統合する。これは道徳の時間が設置された昭和33年から言われている。道徳教育・道徳の時間の特質を改めて確認し、それを具現化するには「総合単元的な道徳学習」が最適であった。道徳の時間以外（全教育活動）で価値に触れそのよさを実感できるようにし（教えることに臆さない）、道徳の時間に自己を見つめさせ、価値の主体的な自覚と自己の生き方をじっくりと考えさせる。そしてそれらを響き合わせる。まさに道徳教育と道徳の時間の特質を理解し生かすことである。
　　また本プログラムは、郷土愛や愛国心などのような児童にとって普段の生活であまり意識しないような問題においても、主体的に取り組み意識を継続させることができる。道徳の時間を要に全教育活動を通して「郷土愛・愛国心」をはぐくむプログラムになった。テーマに難しさがあったが、今後につながる可能性を感じている。
しかし、実際に現場で活用する上で、プログラムの内容を盛り込みすぎたかもしれない。日々の子どもたちとのやりとりに追われる中、より効率的・効果的なプログラムにするためにスリム化を図るとともに、子どもたちと一緒につくっていくという側面をさらに強めることも必要であると考える。今後、これをスタートにして、実際に自分の担任するクラスにおける検証を続け、心に活力が漲り、誇りや志をもった児童の育成に努めていきたい。
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